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変更 した.一次効栄 :秦効率は800/a(117/146)

で,五年生存率は96.2%であった.局所再発は

7.50/o(11月46)に認めた.有害事象に関して

grade5が 1例あるが殆どはgradel以下の肺毒性

であり,許容範囲内と考えている.短期治療成績

であるが肺癌に対する体幹部定位放射線治療は有

効な治療であると考えている.

12 遠隔転移を伴う進行食道癌にする化学放射線

治療

福田 爵徳 ･米山 博男 ･平野 正明*

津端 俊介*･本EEl 譲*･兼藤 努*

県立中央病院放射線治療科

同 消化器内科*

【背景 ･冒的】進行食道癌で遠隔転移を有する

症例は根治が困難で,症状緩和あるいは生存期間

の延長が治療の主目的となる.当院では,遠隔転

移を有する食道癌に対しては燕下障害の改善を目

的として放射線治療±化学療法を施行することが

ある.今回進行食道癌で,他臓器転移を伴う症例

に対して化学放射線治療 (CRY)を施行した症例

について検討したので報告する.

【対象】1997年-2006年の間,食道扇平上皮癌

症例で他臓器転移を伴う症例のうち,化学放射線

治療を施行した19例.転移臓器は肺8例,肝 il

例,骨 2例その他 3例 (重複あり).

【方法】放射線治療は60Gy/40f-64.5Gy/43f

(加速加分割照射).同時併用した化学療法はいわ

ゆるStandardFP(CDDP70mg/m25-FU700

mg/m2×5日2クール)が 6例,low-doseFP

(CDDP3mg/m2+5-FU250mg/m2を照射田連

日授与)が 7例,low-doses-FU (5-FU300

mg/m2照射日連日授与)が5例.その他が1例.

その後も全身状態がよければ全身化学療法を継続

した.

【結剰 全体の平均生存期間は9.4ケ月,1年生

存率は33.3%.StandardFPとlow-doseFP･

low-dose5-FUの比較では生存率に有意差を認

めることができなかった.一次効果判定で,局所

に関しては19例嘩 10例がCR,9例がPR判定.
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遠隔転移に関してはPR3例,NC4例,pD12例

だった.

ほ とめ】遠隔臓器転移を有する進行食道癌に

対して化学放射線治療を施行した症例について検

討した.局所制御は良好だったが,遠隔転移の制

御が不良であり,予後の改善がみられなかった.

治療成績の改善には,遠隔転移および局所にも効

果のある化学療傍の開発が必要であると思われ

た.
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〔症例 1〕53歳,女性.術後4年,肺,骨,胸膜転

移出現.術後 5年2か月,肝転移出現.術後 6年 1

か札 両側脈絡膜転移出現 し,両側 RAD (50Gy/

25)施行.矯正視力 (右/左)は,(0.2/0.4)- (0.2/

1.0)と改善.(RAD直前に右眼は網膜剥離を里し

視力低下,腫癌はRADにて著明に縮小 したが右

眼の視力の回復はみられなかった.)脈絡膜転移

出現後 3年 6か月にて永眠.

〔症例2〕35歳,女性.術後 1年 10か月局所再

発切除.術後 2年 10か月,肺,肝,骨,脳転移,肺

癌性 リンパ管症出現.術後 3年 1か札 両側脈絡

膜転移出現 し両側 RAD (46Gy/23f)施行.矯正

視力 (i:A_I-/左)は (0.6/1.2)- (1.2/1.2)と改善し

た.

【考察】乳癌術後脈絡膜転移の頻度は0.19%,

多臓器再発に追随するものが約 80%と報告され

ている.症状は視力低下,視野狭窄,飛蚊症,霧

視.診断は眼底所見,蛍光眼底造影,US,CT,

MRlで行われる.局所治療としては放射線外照射

が約 90%弱の効果があるとされている.


